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レシーバ関数のインバージョン解析による富士山下のS波低速度領域の推定
Estimation of the low velocity region beneath Mt. Fuji revealed by inversion of receiver
functions
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富士山は日本の代表的な活火山であり、マグマの噴出量が高いことと、玄武岩質のマグマを噴出する、という
2つの特徴を持っている。富士山がこのような性質を持つ理由のひとつとして、富士山は太平洋プレートの沈み
込みによってできた伊豆ボニンマリアナ島弧(IBM)が衝突して沈み込む、非常に複雑な場所にあるため、マグマ
供給系が通常の島弧火山とは異なる、ということが考えられている。先行研究では、富士山直下20km以深の詳
細な地震波構造は求められておらず、本研究では、富士山周辺のIBM構造と富士山下にある低速度領域の分布を
求めるために、レシーバ関数解析を実施した。 
 レシーバ関数のラディアル成分の振幅を、富士山を通る断面に投影すると、富士山下約40-60kmの深さに南北
に沈み込む強い正の速度境界面があり、富士山直下でその境界面は不連続になっていることがわかった。ま
た、富士山下で低周波地震が発生する領域の下、およそ25kmの深さに顕著な正の速度境界面があることがわ
かった。富士山周辺では、表層に地震波速度が遅い火山噴出物が堆積しており、さらに深さ20km付近には顕著
な地震波速度低速度領域があると考えられるため、レシーバ関数の振幅断面からのみ、速度構造を議論するこ
とは難しい。そこで、インバージョン解析によって、地下のS波速度の絶対値を求めた。レシーバ関数の振幅は
地下の速度コントラストに依存するため、先行研究による表面波分散曲線を一緒にインバージョンすること
で、解を安定させた。インバージョンの結果、以下に挙げる3つの結果が得られた。1) 先行研究による沈み込
む前のIBM島弧の速度構造と比較すると、伊豆半島では、IBM弧の地殻の厚さは約40kmの厚さまで成長してい
る。2) 通常の海洋プレートが沈み込む場所では、先行研究のトモグラフィの結果と整合的な場所にS波低速度
領域があり、これは沈み込む海洋性地殻を表している。3) 富士山の下には横方向に約40km、深さ方向に約
20kmの大きさのS波低速度領域が存在する。 
 本研究の結果より、富士山のマグマ噴出率が高いのは、地下のマグマ溜まりが大きいからであり、また、富士
山のマグマが玄武岩質なのは、マグマ溜まりの場所が深いからである、と解釈することができる。
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